
 

 

 

 

  

 

ヤマ場へ突入！北海道でも妥結！  
 

2026 春季生活闘争は３月 17 日（火）から先行組合の回答が集中する最大のヤマ場を迎え、

北海道でも下記の組合より妥結報告があった。 

2026春闘は２年連続５％台（連合本部集計）の高水準な賃上げを持続させ、物価上昇を上回

る賃上げを実現できるか、その流れを中小地場企業にも波及させることができるのか注目される

中、中央ではものづくり産業をはじめとした大手で満額回答や高水準の引き上げが相次いでいる。 

中小企業が大多数を占める北海道においては、３月末までの回答ゾーンの交渉結果がその後の

地場組合の交渉を牽引することから、大手組合の大幅な引き上げの流れが中小・地場組合に波及

していき、格差の是正につながるよう引き続き、構成組織・地域協議会・地区連合と連携しなが

ら支援態勢を強化していく。 

 

 

 

 【全国ユニオン】 
北海道建設国民健康保険組合職員労働組合 ＜妥結１号＞   

❑ 月例賃金  総額 14,264 円・5.13％ 

うち ベア 11,864円・4.27％ 

【JR 総連】 

JR 北海道労組 ＜妥結２号＞  

❑ 月例賃金  総額 12,973 円・4.52％（総額 10,913円・3.92%） 

              うち ベア 7,000 円（ベア 5,000円） 

 【JR 連合】 
JR 北労組 ＜妥結３号＞  

❑ 月例賃金  総額 12,973 円・4.52％（総額 10,913円・3.92%） 

              うち ベア 7,000 円（ベア 5,000円） 

 

 

こだわろう！くらしの向上 ひろげよう！仲間の輪 
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金額は、組合員一人平均。（ ）内は昨年実績 

◎２０２６春季生活闘争のエントリー未報告の産別・地区ユニオンは、ご報告

をお願いします。 

◎回答・妥結情報を連合北海道２０２６春季生活闘争本部までお知らせくださ

い。担当：山田・有山（T:011-210-0050） 

妥結情報 


